
株式会社三菱地所設計 （単位：千円）

金　　額

〔資産の部〕 ( 24,826,465 ) 〔負債の部〕 ( 7,219,992 )

流動資産 ( 22,318,254 ) 流動負債 ( 7,150,872 )

現金預金 1,855,755 買掛金 635,646

預け金 6,312,895 未払金 405,088

売掛金 8,378,580 未払法人税等 603,032

設計監理支出金 5,044,317 未払消費税等 325,959

貯蔵品 12,408 未払費用 119,119

前払費用 191,822 前受金 3,933,544

仮払金 98,095 預り金 396,210

繰延税金資産（流動） 424,379 工事損失引当金 36,987

固定資産 ( 2,508,211 ) 賞与引当金 695,283

（有形固定資産） ( 535,584 ) 固定負債 ( 69,120 )

建物 356,398 退職給付引当金 69,120

工具器具備品 179,186 〔純資産の部〕 ( 17,606,473 )

（無形固定資産） ( 737,480 ) 株主資本 ( 17,606,473 )

ソフトウエア 102,549 （資本金） ( 300,000 )

電話加入権 10,009 （資本剰余金） ( 316,169 )

ソフトウエア仮勘定 624,920 資本準備金 12,000

（投資その他の資産） ( 1,235,146 ) その他資本剰余金 304,169

投資有価証券 3,800 （利益剰余金） ( 16,990,304 )

関係会社出資金 650,820 利益準備金 63,000

長期貸付金 159 その他利益剰余金 16,927,304

差入敷金保証金 486,651 繰越利益剰余金 16,927,304

長期前払費用 932

繰延税金資産（固定） 22,033

その他の投資 127,825

貸倒引当金 △ 57,075

資産合計 24,826,465 負債及び純資産合計 24,826,465

貸 借 対 照 表

2018年3月31日現在　

科　　目 金　　額 科　　目



個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（１） 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法
・子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
・満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）
・その他有価証券

時価のないもの 移動平均法による原価法
② たな卸資産の評価基準及び評価方法

・設計監理支出金 個別法による原価法
・貯蔵品 先入先出法による原価法
　（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

（２） 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産 定率法

ただし、建物（建物附属設備を除く）並びに2016年4月1日以降に取得した建物附属設備について
は定額法によっております。

② 無形固定資産 定額法
なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法
によっております。

（３） 引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
② 退職給付引当金 従業員の退職金支給に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額

に基づき計上しております。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（1年）
による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

③ 賞与引当金 従業員への賞与の支給にあてるため、支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上しております。
④ 工事損失引当金 受注業務に係る将来の損失に備えるため、期末において見込まれる未完成業務の損失発生見込額

を個別に検討して計上しております。

（４） 営業収益及び営業原価の認識基準
当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる業務契約については工事進行基準を適用し、その他の工事
契約については工事完成基準を適用しております。工事進行基準を適用する業務の当事業年度末における進捗度の見積もりは
原価比例法によっております。

（５） その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
① 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。
② 外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

２．貸借対照表に関する注記
（１） 担保に供している資産

投資有価証券 3,800千円

（２） 有形固定資産の減価償却累計額 333,368千円

（３） 関係会社に対する金銭債権債務
短期金銭債権 8,998,053千円
長期金銭債権 390,045千円
短期金銭債務 597,466千円

（４） 設計監理支出金及び工事損失引当金
損失の発生が見込まれる業務契約に係る設計監理支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しております。
損失の発生が見込まれる業務契約に係る設計監理支出金のうち、工事損失引当金に対応する金額は292,477千円であります。

３．税効果会計に関する注記
（１） 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
　　　賞与引当金 249,370 千円 

工事損失引当金 11,325 千円 
　　　税務調整工事損益 55,282 千円 
　　　未払退職負担金 48,747 千円 
　　　未払事業税 50,847 千円 

退職給付引当金 21,164 千円 
　　　その他 9,675 千円 
   繰延税金資産合計 446,412 千円 



４．関連当事者との取引に関する注記
（１） 親会社及び法人主要株主等

取引金額 期末残高
（千円） （千円）

739,453 賞与引当金 304,948

（注1） 預け金は三菱地所（株）がグループ各社に提供するキャッシュマネジメントシステムに係るものであり、期末残高を記載しております。
金利については市場金利を参考に決定されております。

（注2） 価格その他の取引条件は、市場価格・総原価を勘案して交渉の上、決定しております。
（注3） 負担額については、当社基準により決定しております。

５．１株当たり情報に関する注記
（１） １株当たり純資産額 765,498円85銭
（２） １株当たり当期純利益 85,024円68銭

６．当期純損益金額
当期純利益 1,955,567千円

22,844,983 預け金

出向者に係る賞与
負担金負担額（注3）

取引の内容

6,312,895
  ｷｬｯｼｭﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ出金（注 23,081,449

建築・土木の設計監理
業務の売上（注2）

4,895,824 売掛金 2,674,821
前受金 83,646

親会社 三菱地所（株）
被所有

直接１００％

建築・土木の
設計監理業

の受託

  ｷｬｯｼｭﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ入金  

属性 会社等の名称議決権等の所有 関連当事者
との関係

科目
（被所有）割合
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